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ご意見、ご要望をお気軽にお電話ください。
●ごみに関すること（常総環境センター）
●消防に関すること（常総広域消防）
●スポーツ施設に関すること（常総運動公園）
●いこいの郷 常総に関すること（地域交流センター）

●常総地方広域市町村圏事務組合「管理課（総括）」
●消防テレフォンサービス
　（常総《旧石下地区を除く》･守谷・つくばみらい地区）
●県南総合防災センター
●障害者支援施設（ふれあいの杜）

0297（48）2314
0297（23）0119
0297（48）5675
0297（48）3217

0297（48）2339
0297（22）0119

0297（83）2776
0297（27）5016

※新型コロナウイルス感染症対策に係る施設の利用上の注意や、イベントの中止、ごみの出し方については、ホームーページをご確認いただくか、
　電話でお問い合わせください。

ごみ減量化に取り組んで下さい!!
　常総環境センターのごみ処理能力は年間約70,000ｔで、
既に令和元年度には約69,７00ｔを処理しており、今年度は
さらにそれを上回る勢いとなっていて、限界に近付きつつあ
ります。
　処理能力オーバーの事態を避けるためには、すべての種類
のごみの量を減らし、ごみとして出されているものをより多
く資源物として分別排出することが、重要なポイントになり
ます。
　今後、ごみ処理施設を安定的に稼働していくためにも、各
家庭、事業所においてより一層のごみの減量化・資源化をお
願いします。

　可燃ごみの中身を調べてみると、紙や布類などの資源物
が約５０％以上を占めています。
　そして、約15％を占める生ごみは、まだ食べられる食品が
含まれていたり、また成分のほとんどは水分です。

　環境センターに搬入された資源物は日本容器包装リサイクル協会をとおして再利用していますが、資源物の袋の中
に混入される不適物により、資源化率はプラスチック容器包装で約４０%、ペットボトルで約70%にとどまっています。
分別を徹底して資源化率を向上させる取り組みが必要です。

可燃ごみの減量のポイント

資源物の分別徹底

環境センターの資源物の処理の流れ

資源物の出し方Q&A

粗大ごみの減量のポイント 不燃ごみの減量のポイント

年末年始のごみの直接持ち込み

　ごみを直接持ち込む場合は、お住まいの市が発行
する「一般廃棄物搬入許可証」が必要です。
　また、ごみ処理手数料がかかります。

〇ごみ処理手数料
10㎏につき143円に消費税相当分が 加算されます。
（10㎏に満たない場合、143円に消費税相当分となります。）
※なお、年末年始は大変混雑が予想されますので、直接
　持ち込みが必要な方は、日にちに余裕を持って早めの
　持ち込みをお願いします。

―――直接搬入のお問い合わせ先 ―――
　常総市生活環境課 　　　　　☎0297-23-2111
　取手市環境対策課　　　　　 ☎0297-74-2141
　守谷市生活環境課　　　　　 ☎0297-45-1111 
　つくばみらい市生活環境課　 ☎0297-58-2111

年始   1 月  4 日（月）
　　　午前 9時から持ち込めます。

年末 12月 28日（月）
　　　午後 4時まで持ち込めます。

Q１ レジ袋はプラスチック製容器包装の袋に入れてよいですか？
A プラ容器のマークを確認してください。
　マークがあれば入れてください。

Q２ プラスチック製容器包装で、値段などのシールが貼ってあり、
　　取れない場合はどうすればよいですか？
A 取れなければそのままプラスチック製容器包装に入れて
　大丈夫です。

Q３ マヨネーズやケチャップなど洗いにくい容器はどうすれば
　　よいですか？
A 容器を半分に切って、不用なシートでふきとったり、すすいでくださ
　 い。なお、汚れが取れない場合は、不燃ごみで出してください。

Q４ ペットボトルやプラスチック製容器包装はどのくらいきれい
　　にして出したらよいですか？
A ペットボトルは中を水ですすいでください。プラスチック製容
　器包装は、汚れがないことを確認してください。
　汚れたものが混じった場合、きれいなものに汚れが移ったり、
　環境センター内での選別作業が増えてしまうほか、リサイクル
　原料としての品質も低下してしまいます。

Q5 プラスチック製のもの（おもちゃ、ハンガー、ケースなど）は
　　プラスチック製容器包装に入れてよいですか？
A 容器包装以外のプラスチック製品は不燃ごみに入れてください。

Q6 緩衝材（プチプチ、発泡スチロール）は、プラスチック製容器
　　包装に入れてよいですか？
A 入れて大丈夫です。

このマークが
目印 !!↓

市民
　○種類ごとに資源物を分別
　○専用袋に入れて搬出
　○ビンはコンテナで搬出

環境センター
　○異物の除去　○ビンは色分け
　○缶、ペットボトル、プラスチック製容器包装は圧縮梱包
　　して搬出

「分ければ資源・
　　混ぜればごみ」

日本容器包装リサイクル協会

再商品化事業者
　○成形して再商品化

令和元年度ごみ処理量
約６９，7００ｔ

常総環境センターの
処理状況
ごみ処理能力
70,000t

もういっぱいだよ！

今年度は処理
能力限界の
約70,000ｔの
処理が

見込まれます

●種別ごとに分別します
　（新聞紙、雑誌・雑紙、ダンボール、紙
　パック、布類を種類ごとにひもでし
　ばる。布類については地域によって
　は袋に入れるところもあります。）
●集積所での行政回収、自治会
　などの集団回収により、資源
　物としてのリサイクルをお願
　いします
●事業所は古紙問屋を利用して
　ください

●大切に、長期間使用し
　ましょう
●電化製品などは修理し
　て使いましょう
●不要になったときは、
　リサイクルショップや
　フリーマーケットを活
　用しましょう

●プラ容器、ペットボトルな
　ど資源物への分別を徹底し
　ましょう
●使い捨てではなく、繰り返
　し使用できる商品を購入し
　たり、小型家電等は修理を
　行いなるべく長期間使用し
　ましょう

●プラスチック製の「商品の入れ物」や商品
　を包んでいた物」が対象です
●容器の中身を使いきった後、汚れている場
　合は、すすいで汚れを落とします（汚れの
　ある物が混ざると、きれいな物に汚れが付
　いてしまい、きれい　
　な物まで資源として回
　収できなくなります）
●指定袋には、他の袋に
　入れず、そのまま入れ
　てください

●ペットボトルマークの付いてい
　るボトルが対象です
●キャップ・ラベルは分別してプ
　ラスチック製容器包装でリサイ
　クルします
●中をすすいで汚れを落とします
●つぶして指定袋へ入れます

紙・布類
55％

生ごみ
15％

生ごみの中身木くず等
15％

その他
（ビニール等）

15％
水分80％

可燃分等
20％

このマークが
目印 !!↓

empty

①キャップを
はずす

②ラベルを
はがす

③中をすすぐ
（水切りしてください）

④つぶす
（資源物へ）

選別工程 選別工程

あきビン あき缶 ペットボトルプラスチック製容器包装

手選別 手選別

圧縮梱包機

パレット・再生樹脂
擬僕などの

プラスチック製品

ペットボトル
衣類など

建築資材
など

ビンの材料

建材
道路材 缶など

アルミ缶 スチール缶

不燃ごみ専用

分別

分別

紙、布類 生ご み

●食品の買い出し前に冷蔵庫の中
　身をチェック ⇒残りの食材で調
　理 ⇒足りない食材のみ購入
　～以上のステップで、食品ロスを減らし
　ましょう
●ごみとして排出する際は水切り
　を徹底します
●コンポストや生ごみ処理機など
　で自家処理をすることも選択肢
　の一つです

可燃ごみの中身（組成分析結果）

（４）へ続く

プラスチック製容器包装分別のポイント ペットボトル分別のポイント

水を切る
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（歳入）
分担金及び負担金

分担金及び負担金（84.6％）
53億1,185万3千円

消防費（41.7％）
24億9,600万4千円

衛生費（30.8％）
18億4,232万1千円

公債費（19.8％）
11億8,188万2千円

土木費（5.2％）
3億1,089万2千円

総務費（2.4％）
1億4,086万9千円

民生費（0.1％）
592万4千円

繰越金（6.3％）
3億9,759万7千円

使用料及び
手数料

構成4市等からの負担金

防災センター・運動公園施設使用料、自販機
設置等使用料、ごみ処理・危険物取扱手数料

水槽付消防ポンプ自動車・消防ポンプ自動
車・消防高規格救急自動車購入の借入金

諸収入

組合債

容器包装リサイクル協会に係る拠出金、発電
余剰電力売電料、交流センター指定管理者
電気上下水道使用料等

国庫支出金
廃棄物処理施設モニタリング事業費補助金、
緊急消防援助隊設備整備費補助金

財産収入 財産売払収入（ダンプ、ローダー）

繰越金 前年度繰越金

（歳出）

衛生費

公債費

土木費

消防費 消防の管理運営経費

環境センター管理運営経費、放射能対策費

借入金の返済金

運動公園の管理運営経費

議会費 議会関係の運営経費

民生費 障がい者支援施設管理経費

総務費
総括的運営調整経費、職員共同研修経費、
監査事務、防災センター・交流センターの
運営経費

　デジタルカメラや携帯電話などには「小型充電式電池」（リチウムイオン電池、ニッケル水素電池、ニカド
電池）が使用されています。これらの電池は、常総環境センターでは処理することができません。
　近年、常総環境センターにごみとして出された小型充電式電池のひとつであるリチウムイオン電池が原
因で発火事故が起きています。小型充電式電池にはリサイクルマークの表示があり、法律に基づきこれらの
電池メーカーなどに再資源化が義務付けられていますので、使用済み小型充電式電池はリサイクル協力店や
各市の回収ボックスに分別排出していただきますようお願いします。
※リサイクル協力店については、「一般社団法人 JＢＲＣホームページ」をご覧ください。

常総環境センターからのお知らせ

【小型充電式電池のリサイクルマーク】

各市や、電器店、スーパー
などの「リサイクル協力店」

出典：（一社）電池工業会

端子部を
ビニールテープ
等で絶縁して
ください！

リチウムイオン内蔵電子機器の一例

ニカド
電池

ニッケル
水素電池

リチウム
イオン電池

リサイクルマークが目印です！
ゲーム機内蔵

スマートフォン内蔵

充電式電池モバイルバッテリー

常総環境センター
ふれあいデー

常総環境センター
ふれあいデー

　地域の皆様にごみ処理の状況を見て
理解していただくために開催していま
す「常総環境センターふれあいデー」
は、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止対策の観点から今年度は中止
とさせていただきました。
　次年度の開催につきましては、常総
環境センターふれあいデー実行委員会
で検討し、皆様にお知らせします。

　地域の皆様にごみ処理の状況を見て
理解していただくために開催していま
す「常総環境センターふれあいデー」
は、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止対策の観点から今年度は中止
とさせていただきました。
　次年度の開催につきましては、常総
環境センターふれあいデー実行委員会
で検討し、皆様にお知らせします。

①指名競争入札参加資格申請受付
　令和３・４年度に組合が発注する工事の請負、物品の納入等の入札、見積等への参加希
　望者の指名願（一般〈指名〉競争入札参加資格審査）申請書を受付けます。
②売店・自動販売機の販売業務希望者募集
　組合各施設内の販売業務の出店希望者を募集いたします。
　〇常総運動公園内施設での売店経営
　〇各施設での自動販売機の設置、清涼飲料水等の販売補充
　・事務局　・常総環境センター　・各消防署所
◆申込・問い合わせ先
　常総地方広域市町村圏事務組合 管理課
　電話：0297（48）2339 
　※ 詳しくは、組合のホームページに掲載します。
　掲載時期　①……12月上旬
　　　　　　②……12月下旬

事務局からのお知らせ

令和元年度 常総地方広域市町村圏事務組合決算の概要

歳入総額
62億7,644万6千円

　令和元年度常総地方広域市町村圏事務組合の一般会計歳入歳出決算は、歳入 62億 7,644 万 6千円（前年比 2.5％増）、
歳出 59億 7,866 万円（前年比 4.4％増）となりました。 

使用料及び手数料
（5.4％）
3億3,895万円

組合債（2.2％）
1億3,910万円

諸収入（0.9％）
5,298万4千円

国庫支出金（0.6％）
3,493万8千円
財産収入（0.0％）
102万4千円

歳出総額
59億7,866万円

議会費（0.0％）
76万8千円

リチウムイオン電池等の出し方リチウムイオン電池等の出し方
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事件の番号
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議　案
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議　案
第11号

案　　　　　件 議決結果等
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東
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時
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う

電
気
機
器
か
ら
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出
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め
以
下
の
対
応
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

①
停
電
中
は
電
気
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

と
と
も
に
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
離
脱
す
る
。 

②
避
難
の
た
め
自
宅
等
を
離
れ
る
際
は
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
。 

③
再
通
電
時
に
は
、
電
気
機
器
等
が
破
損
し

て
い
な
い
か
、
配
線
や
コ
ー
ド
が
損
傷
し
て

い
な
い
か
、
燃
え
や
す
い
も
の
が
近
く
に
な

い
か
な
ど
、
十
分
に
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

電
気
機
器
を
使
用
す
る
。 

④
大
き
な
地
震
時
に
電
気
を
自
動
的
に
止
め

る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
も
有
効
で
す
。（
た
だ

し
、
医
療
用
機
器
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は

予
備
電
源
が
、
そ
の
他
場
所
に
よ
っ
て
は
、

夜
間
の
照
明
対
策
が
必
要
で
す
。
） 

⑤
建
物
や
電
気
機
器
に
外
見
上
の
損
傷
が
な

く
と
も
、
壁
内
配
線
の
損
傷
や
電
気
機
器
内

部
の
故
障
に
よ
り
、
再
通
電
か
ら
長
時
間
経

過
し
た
後
、
火
災
に
至
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
煙
の
発
生
等
の
異
常
を
発
見
し
た
際
は

直
ち
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
消
防
機
関

に
連
絡
す
る
。 

　
　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合 

　
　

消
防
本
部
予
防
課 
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０
２
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2
3
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取
手
市
消
防
本
部
予
防
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工
事
の
お
知
ら
せ 

○
自
由
広
場
照
明
設
備
改
修
工
事 

　

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
２
面
の
う
ち
環
境
セ
ン

タ
ー
側
コ
ー
ト
1
面
の
照
明
に
つ
い
て
、照
度
の

改
善（
現
在
30
ル
ク
ス
を
1
5
0
ル
ク
ス
程
度

に
）を
図
る
た
め
、照
明
設
備
を
増
設
し
、併
せ

て
駐
輪
場
か
ら
陸
上
競
技
場
ま
で
の
園
路
沿
い

に
園
路
灯
の
設
置
を
行
い
ま
す
。 

　
工
事
中
、自
由
広
場
を
は
じ
め
園
路
の
一
部
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
工
期
：
12
月
上
旬
〜
３
月
下
旬
ま
で
）

年
末
年
始
休
ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。 

　
い
こ
い
の
郷
常
総
は
、温
浴
・フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム・
宿
泊
施
設
を
備
え
た
複
合
施
設
で
す
。 
　

隣
接
す
る
常
総
運
動
公
園
と
組
み
合
わ
せ

て
、ス
ポ
ー
ツ
や
サ
ー
ク
ル
等
の
合
宿
に
も
利
用

で
き
ま
す
。 

　

11
月
1
日
か
ら
施
設
を
運
営
す
る
指
定
管
理

者
が
シ
ダ
ッ
ク
ス
株
式
会
社（
本
店
：
東
京
都
調

布
市
）に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
利
用
者
が
安
心
・
安
全
に

施
設
を
利
用
で
き
ま
す
よ
う
、温
浴
ス
ペ
ー
ス
脱

衣
所（
男
・
女
）で
は
除
菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
す

な
ど
、感
染
症
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

　

ま
た
、レ
ス
ト
ラ
ン
も「
お
食
事
処
常
陸
屋
」

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、地
元
産
野
菜
を
盛
り
込
ん

だ「
守
谷
産
野
菜
天
と
が
ぶ
り
メ
ン
チ
カ
ツ
セ
ッ

ト
」も
加
わ
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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消防からのお知らせ

令和２年６月25日開催の第１回臨時会

報　告

承　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　定

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の 

安
全
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の 

安
全
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

通
電
火
災
に
注
意 

常
総
運
動
公
園 

い
こ
い
の
郷
常
総

令和元年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計
繰越明許費について

令和２年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計
補正予算（第２号）について

水槽付消防ポンプ自動車の取得について

高規格救急自動車の取得について

はしご付消防自動車の取得について

専決処分事項の承認を求めることについて（令和２年度
常総地方広域市町村圏事務組合一般会計補正予算
（第１号））

事件の番号 案　　　　　件 議決結果等

令和２年10月12日開催の第２回定例会

常総地方広域市町村圏事務組合職員の特殊勤務手当に
関する条例の一部を改正する条例について
令和元年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計
歳入歳出決算の認定について
令和２年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計補
正予算（第４号）について

事件の番号

報　告
第2号

報　告
第3号

報　告
第4号

報　告
第5号

議　案
第12号

議　案
第13号

案　　　　　件 議決結果等

令和２年９月29日開催の第2回臨時会

報　告

報　告

報　告

報　告

原案可決

原案可決

専決処分事項の報告について（守谷消防署南守谷出張
所職員の消防活動の際の物損事故に係る損害賠償及び
和解）

指定管理者の指定について（常総広域地域交流センター）

議　案
第17号

常総地方広域市町村圏事務組合職員の給与に関する
条例等の一部を改正する条例について

専決処分事項の報告について（消防本部連絡車の交通
事故に係る和解）

専決処分事項の報告について（水海道消防署北出張所
救急車の物損事故に係る損害賠償及び和解）

令和２年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計補
正予算（第３号）について

専決処分事項の報告について（守谷消防署救助工作車
の交通事故に係る和解）

議　案
第14号
議　案
第15号
議　案
第16号

原案可決

事件の番号 案　　　　　件 議決結果等

令和２年11月17日開催の第３回臨時会

議 会 報 告議 会 報 告

施工場所


